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基本方針 Ⅵ 参加と協働で築く環境配慮社会の実現 

１ 環境教育・学習の推進 
今日の環境問題は、私たちの日常生活から発生する負荷が大きな原因となってきていま

す。 

多様化する環境問題について、正しい理解と認識を深め、一人ひとりが環境に配慮した

責任ある行動をとっていくことが求められており、環境保全についての意識を高めるため

にも、環境教育・学習の推進や普及・啓発の取り組みが重要となっています。 

 
（１）施設の充実 

釧路市立博物館や釧路市動物園においては、自然環境に関連した展示を設け、市民の環

境保全に関する意識の向上に役立てています。 

また、釧路市では春採公園内に春採湖ネイチャーセンターを設置し、春採湖の関連資料

の展示や「春採湖なんでもパネル展」の開催などを行っています。阿寒町の「阿寒湖畔エ

コミュージアムセンター」や音別町の体験学習センター「こころみ」でも学習会や観察会

等を通して、環境教育・学習の推進・普及を行っています。 

 

（２）講演会、学習会、自然観察会などの開催 

釧路市では、市民の環境教育・学習に資するため、毎年、講演会、学習会、観察会など

の普及啓発事業を開催しています。 

平成20年度におけるおもな開催状況は、表4-6-1のとおりです。 
 

表4-6-1 環境に関するおもな学習会、観察会等の開催状況               （平成20年度） 

名    称 会場 回数 参加者 担当課 

環境月間パネル展 

生涯学習センター、音別町コ

ミュニティセンター、阿寒町

公民館、ジャスコ釧路店 

4 － 
環境政策課 

環境事業課 

地球温暖化防止月間パネル展 

コアかがやき、阿寒町公民

館、音別町コミュニティセン

ター 

3 － 

春採湖なんでもパネル展 春採湖ネイチャーセンター 1 － 

春採湖の春 湧水と地層について 春採公園 1 17 

KIWC 冬の湿原エコツアー 釧路湿原 1 16 

秋の武佐の森観察会 武佐の森 1 3 

環境政策課 

ごみ処理施設等バス見学会 ごみ処理施設等 2 41 環境事業課 

下水道処理場見学会 処理施設 1 8 下水道施設課 

街のみどりパネル展 
音別町ふれあい図書館、市役

所ロビー、阿寒町公民館 
3 － 公園緑地課 

サマースクール 動物園 2 45 

林間学校 動物園 1 39 

野生動物の保護活動 動物園 1 25 

「命の力～タイガココアの保育記か

ら～」 
動物園 8 960 

北海道ゾーンガイド 動物園 92 904 

北海道ゾーンスポットガイド 動物園 112 493 

タンチョウ自然学習会 阿寒国際ツルセンター 1 8 

動物園 
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（３）環境学習・教育への支援 

① 生涯学習まちづくり出前講座 

市教委生涯学習課が申し込み先となる「生涯学習まちづくり出前講座」においては、環

境問題について、正しく理解をしてもらうために各種メニューを設定しており、講師とし

て担当課の職員を派遣しています。 

 

表4-6-2 出前講座のうち環境に関する講座の実施状況  （平成20年度） 

講座名 回数 参加数 担当課名 

かんきょうの話 2 67 環境政策課 

身近でできる地球温暖化対策（環境家計簿） 3 85 環境政策課 

ごみ減量とリサイクル 3 72 環境事業課 

動物園へ行こう！ 4 132 動物園 

釧路川と水道水 2 47 水質管理課 

 

表4-6-3 出前講座のうち環境に関する登録講座                          （平成20年度） 

講座名 講座の内容 担当課名 

かんきょうの話 自然を始めとした私たちを取り巻くかけがえのない環境を将

来に伝えていくために、一人ひとりが環境について考え行動

しなければなりません。自然のこと、水のこと、空気のこと

などご希望の分野で、私たちを取り巻く「かんきょう」につ

いてお話します。 

身近でできる地

球温暖化対策 

環境家計簿を利用し、温暖化の原因や影響といった内容から

家庭でできる温暖化対策についてお話します。 

市役所の環境マ

ネジメントシス

テム 

市役所は環境管理の国際標準規格ISO14001の認証を取得した

ノウハウを生かし、現在では市独自の環境マネジメントシス

テムを運用しています。認証を目指す事業者の方々や市の取

り組みに興味をお持ちの方々に過去の取り組み事例や現在の

活動内容をお話します。 

環境政策課 

ごみ減量とリサ

イクル 

「ごみ減量とリサイクル」をテーマに学習するとともに、ご

みや資源物などの分別方法などをわかりやすくアドバイスし

ます。 

環境事業課 

   

春採湖畔探鳥会 春採湖 1 25 

春採湖畔草花ウオッチング 春採湖 5 173 

しらべてみよう春採湖の魚 春採湖 5 29 

しらべてみよう春採湖の昆虫 春採湖 4 74 

釧路町森林公園探鳥会 釧路町森林公園 1 35 

講演会｢北東アジアのツルの現状につ

いて｣ 

博物館 1 53 

地形・地質探訪会 白湯山 1 28 

親と子の昆虫採集・観察会 温根内 1 中止

雪と氷の自然観察 春採湖畔 1 13 

おさかなセミナーくしろ2008パネル展 博物館 1 1,222 

おさかなセミナーくしろ2008講演会 博物館 1 80 

昆虫の名前を調べる会 博物館 1 17 

パネル展「ようこそシャチの海へ」 博物館 1 700 

博物館 
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釧路川と水道水 釧路川の水が水道水に生まれ変わるまでの仕組みと安全性を

説明します。同時に、水道水をよりおいしく飲むアドバイス

などもします。 

水質管理課 

汚れた水はどう

してきれいにな

るの 

下水処理場に流れてくる汚水が再びきれいな水によみがえる

過程を順序だてて説明します。 下水道施設課 

動 物 園 へ 行 こ

う！ 

動物たちをとおして命の大切さや動物とのつきあい方を知

り、減り続ける野生動物や環境のことなどを理解しましょ

う。利用しやすく楽しめる動物園を紹介します。 

動物園 

野外教育を学ぼ

う 

野外で行う地域活動や学級レクなどのプログラム作成やメニ

ューについてアドバイスをします。 
生涯学習課 

 

② アドベンチャースクール 

釧路市では、自然に接する活動を行うことによって、環境保全に対する主体性・感性を

育むことを目的として、「アドベンチャースクール」を開催しています。 

平成20年度は釧路市・浜中町を会場に小中学生72名が参加しました。 

 

③ 音別地区自然体験 

音別町体験学習センター（こころみ）での自然観察事業として、天体観望会、月面撮影

会や音別町青少年健全育成推進協議会による自然保護活動として、「親子ふれあい事業」

河原のごみ拾いとヤマベ放流を開催しました。（30人参加） 

 

④ 春採湖水辺教室 

釧路市では、春採湖のほとりでクイズや水質の簡単な実験や植物観察等を行うことによ

り、春採湖の自然を通して、春採湖の保全や環境に対する意識の高揚を図る「春採湖水辺

教室」を市民の申し込みにより開催しています。 

 
（４）エコクラブ活動の推進 

こどもエコクラブは、平成7年度より環境省が主唱してすすめている、小・中学生であ

ればだれもが参加できる環境活動クラブです。平成20年度末で、釧路市には1クラブ、12

名が登録されています。各クラブは自然観察や公園、海岸などの清掃活動をはじめ、環境

学習やボランティア活動に取り組んでいます。 

釧路市では、自然観察会や交流会など各クラブが相互に交流する場の提供や水温計・Ｃ

ＯＤパック等の貸し出しなどエコクラブ活動の支援を行っています。 

 

表4-6-4 こどもエコクラブの登録状況 

年度 
クラ

ブ数 
会員数 クラブの名称 

H16 5 95 
こどもエコクラブくしろ、柏木小学校5年1組、柏木小学校6年1組、 

イオンくしろこどもエコクラブ、オガちゃんズ 

H17 4 61 
こどもエコクラブくしろ、柏木小学校5年1組、柏木小学校6年1組、 

オガちゃんズ 

H18 3 161 こどもエコクラブくしろ、柏木小学校、オガちゃんズ 

H19 5 153 
こどもエコクラブくしろ、柏木小学校、オガちゃんズ、釧路市幣舞中学

校自然科学部、日進スマイルエコクラブ 

H20 1 12 こどもエコクラブくしろ 
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（５）環境教育・学習の資料の整備 
市立釧路図書館や各コミュニティセンターでは、市民の自主的な環境学習を支援するた

め、環境関連資料の充実をすすめています。特に図書館では特設コーナーを設置し、一定

期間、環境関連資料を展示しています。 
また、環境事業課では小学校4年生向けのごみ問題に関する社会科副読本「きれいなく

らし」、釧路市では市内の自然観察地のみどころなどを紹介した「くしろ自然ウォッチン

グガイド」などをはじめとした資料等を作成しています。 
 

（６）学校における環境学習・教育の取り組み 
市内の小・中学校では、よりよい環境づくりや環境の保全に配慮した望ましい行動がで

きる態度・能力を育むことをめざし、体験型のプログラムを中心とした環境教育・学習に

取り組んでいます。 

 

① 各小中学校における校区・公園等の清掃 

児童生徒が、校区内の清掃ボランティア活動を通じて、環境保全・美化に取り組んでい

ます。平成20年度は、小学校28校、中学校16校で校区・公園等の清掃、バス停・海岸の清

掃、登下校ごみ拾い、花壇づくり等の清掃ボランティア活動を実施しました。 

 

② 資源の有効利用 

児童生徒が、自ら給食の牛乳紙パックを開いて、水洗いし、乾燥させたうえで、リサイ

クルを行っています。このほか、プルタブや古紙、割り箸のリサイクルも行っています。

古切手、テレホンカードについては、収集売却を行っており、平成20年度は、小学校28校、

中学校16校で資源の有効利用を実施しました。 

 

③ 自然体験学習 

市教委学校教育課では春採湖や武佐の森、阿寒湖など地域の良好な自然環境を題材とし

た自然体験学習を支援しています。平成20年度は、小学校17校、中学校10校において実施

しました。 

 

④ ビオトープ造成 

平成15年度に釧路市立昭和小学校は、校舎敷地内に野生生物が生息する場所「ビオトー

プ」の造成を行いました。ＰＴＡや地域住民の協力を得ながら、学校地域一体で自然体験

学習の場を手作りしました。 

 

⑤ 学校版ISO 

従前より各学校で行われている環境に対する取組の中にISOの「計画」「実施」「点検

」「見直し」のサイクルを取り入れ、子どもたちの環境意識の向上を目指します。 

平成17年度から市内小中学校より4校-をモデル校として実践しました。平成18年度以降

は、市内全小中学校で取り組みを実施しています。 

 

 

２ 自主的な環境保全活動の促進 
（１）環境に関する情報の収集及び提供 

さまざまな機会をとらえ、環境に関する情報を提供することにより、環境保全に関する

市民意識の向上を図っています。 
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① 釧路市環境白書の発行 
釧路市の環境の現況や施策の実施状況を明らかにするため、「釧路市環境白書」を年1

回発行しています。 
 
② インターネットの活用 

釧路市のホームページ上において、公害や廃棄物、自然環境をはじめとする環境に関す

る情報を提供しています。 

  

③ 自然環境情報システムの整備 

市内の自然環境を把握し、保護と利用に関する施策の基礎資料とするため、釧路市では、

自然環境基礎調査を実施し、自然環境情報のデータベースの作成を進めています。平成20

年度は自然環境・野生生物に関する資料・文献の収集を行いました。 

 
（２）釧路市の率先実行 

釧路市では、地域の環境保全行動を促進するため、また、消費者、事業者の一員として

市の事務事業を実施するにあたり、環境保全に配慮してすすめています。 
 
① 釧路市役所環境配慮指針 
釧路市の日常業務における省資源・省エネルギー、リサイクル製品の利用拡大、ごみの

減量などを推進するため、平成10年5月に「釧路市役所環境配慮指針」を策定し、環境保

全に配慮した行動の率先実行やポスター掲示による啓発などに努めています。 

 

② グリーン購入の推進 

釧路市では、物品や車両・サービスの購入にあたって、環境に配慮した商品（製造・流

通・廃棄の段階で環境負荷の少ない商品）を選択する「グリーン購入」に積極的に取り組

んでいます。 

平成13年10月に策定した「釧路市グリーン購入推進基本方針」では、毎年度ごとに調達

目標を設定し、実績を把握し、公表することとしています。 

平成20年度の調達目標及び調達率（金額ベース）は、表4-6-5のとおりです。 

また、パネル展の開催や広報紙への記事掲載を通じて、グリーン購入の市民・事業者へ

の普及啓発にも努めています。 

 

図4-6-1 釧路市グリーン購入の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市グリーン購入基本方針 
○基本原則 
市は行政運営上必要な製品の購入に際しては 
①価格･品質に加え環境に配慮した製品を選択する②必要性を十分検討し、適正

量を購入する③長期的使用、再使用に努める 
○調達方針の作成   ○グリーン購入の普及促進   ○実績把握、公表 

 調達方針(各年度) 

重点調達品目 
(調達目標の設定)

実績の把握 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

判
断
基
準) 

指定調達品目
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表4-6-5 釧路市の重点調達品目と調達目標及び調達率                      (平成20年度) 

 重点調達品目 
調達 

目標 
調達率 おもな判断基準 

情報用紙(コピー紙)、印刷用紙 古紙配合率 100％白色度 70％以下 
紙類 

衛生用紙（トイレットペーパー） 
100％ 38.4％

古紙配合率 100％ 

文具類 

シャープペンシル、シャープペンシ

ル替芯、ボールペン、マーキングペ

ン、鉛筆、色鉛筆、デスクペン、ス

タンプ台、朱肉、印箱、定規、トレ

ー、消しゴム、ステープラー、ステ

ープラー針リムーバー、連射式クリ

ップ本体、事務用修正具、クラフト

テープ、各種テープ、ブックスタン

ド、ペンスタンド、クリップケー

ス、はさみ、マグネット、テープカ

ッター、手動パンチ、モルトケー

ス、紙めくりクリーム、OA クリー

ナー、ダストブロワー、レターケー

ス、メディアケース、マウスパッ

ド、OA フィルター、カッターナイ

フ、カティングマット、デスクマッ

ト、絵筆、絵の具、墨汁、のり、決

済ばさみ、ファイル、スクラップブ

ック、クリアホルダー、バインダ

ー、ファイリング用品、つづりひ

も、カードケース、事務用封筒、文

書保存背表紙、納入通知書、ノー

ト、タックレベル、インデックス、

ペーパーパンチ、付箋紙、付箋紙フ

ィルム、黒板拭き、ホワイトボード

用イレーザー、額縁、名札 

100％ 99.2％

・プラスチックの場合は再生プラ

スチックがプラスチック重量の

40％以上 

・木質の場合は、間伐材が使用さ

れている 

・紙の場合は、古紙配合率が 50％

以上 

事務用

備品 

椅子、机、脇置机、会議用テーブ

ル、掲示板、黒板、ホワイトボード
100％ 99.9％

 

照明 蛍光管、電球形状ランプ 100％ 89.7％
Hfインバーター方式、エネルギー

消費効率が基準を下まわらない 

低公害車 

電気自動車、天然ガス自動車、メ

タノール自動車、ハイブリッド自

動車、燃料電池自動車 

低排出ガス車・低燃費自動車 

(ガソリン車) 

低排出ガス車認定実施要領の基準

に適合していること 

低排出ガス車・低燃費自動車 

（デイーゼル車） 

低排出ガス車認定実施要領の基準

に適合していること 

自動車 

購入･ 

リース 

低排出ガス車・低燃費自動車 

（ＬＰガス車） 

100％ 100％ 

低排出ガス車認定実施要領の基準

に適合していること 

制服 作業服 100％ 94.2％
再生 PET 樹脂から得られるポリエ

ステルが 10％以上使用されている 

作業 

手袋 
作業用手袋 100％ 100％ 

再生 PET 樹脂から得られるポリエ

ステルが 50％以上使用されている 

※ 調達率は金額ベース 
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③ 釧路市環境マネジメントシステムの推進 
釧路市は、市の事務事業に伴う環境への有害な影響を低減するとともに、環境にとって

有益な取り組みを確実かつ効率的に推進していくため、平成13年度よりISO14001規格に基

づく環境マネジメントシステムを構築し、合併後も新市としてシステムを運用させ、平成

18年度までの間に職員の環境保全に対する意識は向上し、環境負荷低減の効果もあげてき

たところです。 

平成19年度からは、これらの取り組みの趣旨と成果を引き継ぎ、また、社会的責任の見

地から引き続き環境負荷低減の維持を目的にオフィス活動を中心とした釧路市独自の環境

マネジメントシステムである「釧路市エコオフィス活動」を運用しています。 

環境マネジメントシステムとは、組織が自ら目的や目標を設定し、その達成に向けて結

果の点検、見直しを繰り返しながら継続的に環境の改善に取り組むものです。 

省エネ・省資源に関する主な目的や目標、取り組み結果は表4-6-6のとおりです。 

システムの対象範囲は本庁舎及び出先庁舎のオフィス部門が中心ですが、対象外の施設

等においてもほぼ共通の取り組みを実施しており、市役所全体で印刷・コピー用紙などの

紙類、電気・水道などのエネルギー使用量の削減やごみの分別を通じた廃棄物の減量及び

リサイクルなどに取り組んでいます。 

 

表4-6-6 おもな環境目的、環境目標と平成20年度取り組み結果 

  

総計 内訳 総計 内訳

※本庁分 平成12年度比△25％

7,210,007 枚 9,462,919 枚

※行政センター分 平成18年度実績値維持

415,732 枚 628,307 枚

※本庁分 平成12年度比△6％

91,553 リットル 123,321 リットル

※行政センター分 平成18年度実績値維持

35,218 リットル 40,718 リットル

※本庁分 平成12年度比△6％

14,861 リットル 22,141 リットル

※行政センター分 平成18年度実績値維持

29,183 リットル 36,830 リットル

※本庁分 平成12年度比△3.8％

1,521,719 kwh 1,764,661 kwh

※行政センター分 平成18年度実績値維持

238,271 kwh 255,917 kwh

※本庁分 平成16年度比△2％

8,546 m3 12,936 m3

※本庁分 平成16年度比△2％

1,656,796 MJ 1,421,000 MJ

※本庁分 平成12年度比△6％

212,637 リットル 260,699 リットル

※行政センター分 平成18年度実績値維持

36,000 リットル 51,425 リットル

※本庁分 平成12年度比△6％

33,107 リットル 35,792 リットル

※行政センター分 平成18年度実績値維持

33,203 リットル 39,521 リットル

※本庁分 平成14年度比△３％

6,085.60 kg 17,861.66 kg

※行政センター分 平成18年度実績値維持

677.92 kg 1,197.20 kg

※ガス・水道・庁舎ごみ・資源物については、計測は実施するが、目標値を設定しないため、上の一覧表には含めていない。
※ノーマイカーデーについては、目標値の設定、測定方法がその他の取組項目と異なる。
※本庁分の目標値は、平成19年度目標値をスライドさせている。
※色付きセルは、年度目標未達成であることを示す。

自動車による燃料
の使用を抑制する

公用車燃料使用
量を抑制する

暖房用燃料使用
量を抑制する

一般廃棄物の排
出抑制・リサイク
ルを促進する

目　的

印刷、コピー用紙
使用量を抑制する

電気使用量を抑制
する

測定値／目標値
（Ａ／Ｂ）

 ※ 100％以下が
目標をクリア

平成20年度目標値
Ｂ

10,091,226 枚 75.6%

77.3%
公用車燃料
（ガソリン）

126,772 リットル

測定値
Ａ

公用車燃料（軽油） 44,044 リットル

項　目

印刷・コピー用紙
 （Ａ４換算）

7,625,739 枚

164,039 リットル

58,971 リットル

312,124 リットル

1,656,796 MJ

88.0%75,313 リットル

1,421,000 MJ

1,759,990 kwh

66,310 リットル

8,546 m3

248,637 リットル

2,020,578 kwh

12,936 m3

116.6%

79.7%

ノーマイカーデー ノーマイカーデー年12回以上設定、実施 ノーマイカーデー年12回以上実施 適合

74.7%

87.1%

66.1%

35.5%6,763.51 kg 19,058.86 kg

電　　気

暖房用燃料（灯油）

可燃ごみ・不燃ごみ

暖房用燃料（ガス）

暖房用燃料（蒸気）

暖房用燃料（重油）
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④ 釧路市地球温暖化防止実行計画の推進 

釧路市では、平成21年3月に「釧路市地球温暖化防止実行計画」を策定しました。 

この計画では、釧路市の事務事業や市が管理する施設から排出される平成24年度の温室

効果ガス（二酸化炭素）の排出量を平成19年度（基準年度）と比べて1.2%削減することを

目標としています。（ただし、公共施設の増加分等を勘案すると実質3.8%の削減へ取り組

むこととなります。(82ページ参照) 

また、この計画で、市が率先して行う取り組みは以下のとおりです。 

 
表4-6-7 釧路市地球温暖化防止実行計画・市が率先して行う主な取り組み項目 

１ 財やサービスの購入・使用に関する取り組み 

（１）電気に関する取り組み  

・不要な照明の消灯 ・長時間使用しないパソコン等の電源オフ ・エレベーターの利用削減  

・ノー残業デーの推進 ・釧路市グリーン調達ガイドラインに適合する製品の選択 

 

（２）燃料に関する取り組み  

・暖房時のカーテン、ブラインドの有効活用 ・ガスコンロやガス湯沸かし器の効率的利用 

 

（３）車に関する取り組み  

・低公害車、低燃費低排出ガス車の購入・リースの推進 ・公共交通機関の利用 

・アイドリング・ストップ運動の実践 ・ノーマイカーデーの推進 

 

（４）水に関する取り組み  

・節水 ・洗車、洗濯などの水の使い方の工夫 

 

（５）廃棄に関する取り組み  

・再利用、再生利用が可能な商品の購入 ・廃棄物の発生量が少ない商品の購入 

・環境ラベルなどにより、環境に配慮された製品の購入 ・ノーレジ袋運動の推進 

 

（６）用紙類、書類に関する取り組み  

・印刷ミスの削減 ・庁内ＬＡＮの活用 ・片面印刷物の有効利用 ・使用済み封筒の再利用  

  
２ 建築物の建設、管理等に関する取り組み 

（１）環境に配慮した公共施設の整備 

・複層ガラス等の採用による断熱性の向上 ・熱電気併給システムの導入の検討 

・断熱材を使用による省エネルギー化の推進 ・節水機器の購入 ・地元産材（特に間伐材）の活用 

・施設内の緑化 

 

３ その他の事務・事業に関する取り組み 

（１）国・道の環境保全施策への協力、市民活動の支援  

・国が行う「地球温暖化防止対策」や「環境基本計画」などの環境保全活動への協力 

・「北海道地球温暖化防止計画」や「北海道環境基本計画」などの環境保全活動への協力 

・ごみ減量化、資源リサイクルなどの市民による環境保全活動の支援 

 
⑤ 市有施設の公害防止 
釧路市では、市が管理する下水道終末処理場、暖房用ボイラーなど、公害関連法令によ

り特定施設とされている施設の公害防止をすすめるため、昭和48年より、「市有施設維持

管理方針」を定め、市有特定施設の適切な管理をすすめています。 
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⑥ 公共事業における環境配慮 
釧路市では、平成13年度に「公共工事コスト縮減対策に関する新行動計画」を策定し、

市の公共工事においてライフサイクルコストの概念を導入し、施設の長寿命化を図るとと

もに省エネルギー・省資源化など環境調和型工事への転換をすすめています。 
 
⑦ 情報システムにおける環境配慮 
配備されたコンピュータにおいて、コンピュータ更新時にブラウン管ディスプレイを液

晶ディスプレイに変更していくことにより電気使用量の削減をすすめています。 

平成20年度現在、庁内使用パソコンディスプレイにおける液晶化は95%以上になってい

ます。 
 

（３）事業者等の環境保全の取り組みへの支援 
釧路市では、「中小企業効率化近代化資金」を設け、中小企業が公害防止設備、省エネ

ルギー設備、リサイクル設備、ISO14000シリーズ等の認証取得等を行うにあたって、低利

の融資あっせんを行っており、釧路市商業労政課が窓口となっています。  

釧路市では、ISO14001規格についての事業者の理解を促進するため、「ISO14001認証取

得ガイドブック」を配布しています。 

 

表4-6-8 中小企業効率化近代化資金のあらまし  

 資金使途 融資限度額 融資期間 利率 

中小企業効率化

近代化資金 
設備 5,000 万円

15 年以内 

（据置 1年以内） 
2.10%（平成20年11月1日現在）

  ※必要に応じて北海道信用保証協会の保証が別途必要 

 

３ パートナーシップの形成 

（１）環境政策の形成に関する市民参加 

釧路市では、環境や廃棄物などに関する重要事項を調査審議する各種審議会の委員を公

募しています。平成21年3月現在において、環境審議会では18名中3名、廃棄物減量等推進

審議会では16名中1名、上下水道事業審議会では20名中3名が市民公募により委員となって

います。 

釧路市環境基本計画（平成13年3月）の策定にあたって、市民環境フォーラムやジュニ

ア環境会議、環境基本計画市民ワークショップなどを開催し参加者の意見を聴取するとと

もに、素案を公表し市民の意見を募集するなど、市民の意見を計画へ反映させることに努

めました。 

 
 

（２）市民参加による環境保全活動 
環境保全を進めるためには、市民や事業者が日常生活や事業活動の中で環境保全に取り

組んでいくことが重要です。 

 

① 各種清掃活動 

釧路市では、毎年春に、「釧路市マチをきれいにする推進協議会」や「釧路市連合町内

会」を中心として、「まちをきれいにする市民総ぐるみ運動」が展開され、町内会、各職

場において一斉清掃が行われています。 

また、ボランティア参加者を募り、「春採湖クリーン作戦」や「ごみひろい隊会」など

の清掃イベントを実施しています。 
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② 環境美化活動 

釧路市連合町内会で「釧路市町内会環境美化活動実行委員会」を組織し、地区連合町内

会ごとに毎月、ごみ拾い活動を実施しています。 

 

③ 清掃ボランティア里親制度 

釧路市では、道路などの清掃活動について、区域を決めてボランティアに委任する「清

掃ボランティア里親制度」を設け、平成13年度から実施しています。市では、清掃用具の

貸与、集積された廃棄物の収集などの活動支援を行っています。平成20年度の里親の登録

状況は、表4-6-9のとおりです。 

 

表4-6-9 清掃ボランティア里親登録状況                          （平成20年度） 

 里親（団体） 里親となった地区 構成人員 

1 太平洋設備株式会社 北大通地区 62 

2 釧路ゾンタクラブ 新富士・星が浦地区 18 

3 
釧路公立大学 ZERO GARBAGE 

（ゼロ ガァビッジ） 
美原・芦野・文苑地区 90 

4 天理教釧根支部 新釧路川緑地地区（鶴見橋から下流） 30 

5 釧路北ローターアクトクラブ 新釧路川緑地地区（鶴見橋から上流） 20 

6 地球村探検隊 春採公園地区 20 

7 釧路公立大学エコチャンバラ部 芦野地区 24 

8 釧路子ども劇場 光陽町周辺 330 

9 釧路川元気の会 
釧路川周辺（幣舞橋からくすり橋の

間） 
30 

  

④ 公園里親制度 

釧路市では、清掃や草刈りなどの公園の美化活動について、区域を決めてボランティア

に委任する「公園里親制度」を設け、平成13年度から実施しています。平成20年度の里親

の登録状況は、表4-6-10のとおりです。 

 

表4-6-10  公園里親登録状況                              （平成20年度） 

 里親(団体) 里親となった公園 活動人員 

1 鉄北西部第２地区連合町内会 若草公園 1 

2 東川町内会 東川公園 30 

3 文苑はしどい町内会 文苑2号公園 20 

4 昭和北１丁目町内会 昭和かつら公園 17 

5 鳥取丹頂町内会 鳥取14号公園 25 

6 新釧路町内会 新釧路2号公園 15 

7 美原５丁目東町内会 ニュータウン3号公園 10 

8 文苑すこやか町内会 文苑1号公園 18 

9 昭和四一睦会 昭和13号公園 51 

10 芦野５丁目のぞみ町内会 芦野6号公園 40 

11 光栄町内会 大楽毛南8号公園 13 

12 大楽毛４丁目町内会 大楽毛12号公園 20 

13 貝塚団地町内会 貝塚4丁目2号公園 11 

14 富士見地区連合町内会 富士見公園 18 

15 芦野あすなろ町内会 芦野4号公園 20 

16 鶴野地区連合町内会 鶴野東4号公園 38 
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17 つつじヶ丘町内会 興津エニシダ公園 3 

18 昭園町内会 昭和17号公園 29 

19 昭和橋町内会 昭和16号公園 15 

20 桜ヶ岡第2陸橋町内会 桜ヶ岡2丁目公園 10 

21 サークルあかしや なかよし公園 15 

22 永住町内会 永住2号公園 20 

23 昭和元町町内会 昭和10号公園 23 

24 酒井忠則（個人） 武佐2号緑地 2 

25 星が浦町内会12班 星が浦6号公園 7 

26 望洋湖上町内会 春採3丁目8よい子の砂場 18 

27 阿部新聞店 芦野2号公園 9 

28 益浦白桜町内会 白樺台緑地（うち2丁目26番部分） 16 

 
⑤ レジ袋削減のための取り組み 

平成20年7月14日、小売事業者、市民団体、行政等が連携し、釧路地域レジ袋削減推進

連絡会を発足させマイバッグ持参運動の拡大とレジ袋の大幅削減に努めています。平成21

年3月末現在で9団体、14事業者、46店舗が加入・登録し、レジ袋辞退率は、取組開始以前

の19.1％から平成20年12月末現在で、85.7％に向上しています。 

 

⑥ ハマナス群落の復元 

大楽毛海岸の豊かな海岸植生を復元するため、昭和63年から毎年、自然保護団体や市民

団体などの参加を得ながら、ハマナス苗を植栽しています。 
また、平成17年度からは市民ボランティアの参加を得て、大楽毛海岸に自生するハマナ

スの実を採る採種会や種から実生苗を育成するハマナス苗育成事業を行っています。 
 
 

（３）国、道、他の地方自治体との連携 
釧路市は､釧路湿原の保全などの自然環境保全や公害防止などの生活環境保全をはじめ

とする幅広い分野において、国・北海道や他の地方自治体との連携や協力のもとに環境保

全の施策をすすめています。 
  

４ 環境への配慮の促進 
（１）土地利用における環境配慮の促進 

釧路市では、平成13年に釧路市都市計画マスタープランを策定し、自然環境の保全を重

要な視点のひとつとした、土地利用の基本方向を定めています。この基本方向にそって、

環境の保全に配慮した土地利用をすすめています。 
 

（２）環境影響評価の推進 
環境影響評価は、環境に著しい影響を及ぼすおそれのある事業を行おうとする者が、あ

らかじめその事業にかかる環境への影響について自ら適正に調査、予測、評価を行い、環

境の保全について適正に配慮をすすめていく制度です。環境影響評価をすすめるため、国

では環境影響評価法、北海道では北海道環境影響評価条例が定められています。 
これらの制度では、環境影響評価を実施することとなった事業については、環境への影

響を調査、予測したうえで、事業者は関係市町村の意見や住民の意見を聴取しながら、環

境への配慮を実施することになります。 
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表4-6-11 市内における環境影響評価制度対象事業数 

環境影響評価法 北海道環境影響評価条例 
年度 

第 1種事業 第 2種事業 第 1種事業 第 2種事業 

H11～H20 0 0 0 0 

※ ( )内は第 2 種事業のうち環境影響評価の手続きを実施することとなった件数 

環境影響評価法の制定      平成 11 年施行 

北海道環境影響評価条例の改正  平成 11 年施行 

 
 
（３）各種事業における環境への配慮 

廃棄物処理施設の設置、砂利等の採取、店舗面積1,000㎡を超える小売店舗の出店など

環境への影響がある事業については、法令や道条例などで、地元市町村や住民の意見を聞

きながら、環境への配慮をすすめていくことが定められています。 

釧路市では、各部で連携を図りながら、適切な対応に努めています。 
 

（４）環境マネジメントシステムの導入促進 
環境マネジメントシステムとは、環境への負荷を低減させることを狙いとして事業活動

全般を管理・改善するために導入される一種の経営管理手法です。 

具体的には、事業者が経営方針の中に環境に配慮する事項を取り入れ、その方針に基づ

いて計画を立て、実施し、その実施状況を点検するという行動を通じて、事業活動による

環境負荷を低減していこうとするものです。 

環境マネジメントシステムで最も一般的なものはISO（国際標準化機構）が規定した

ISO14001で、国内における認証取得事業所は年々増加しており、平成21年3月末現在、日

本全体では20,799件、北海道内では449件の事業所が認証を取得しており、釧路市内では、

紙・パルプ製造業、サービス業などが認証を取得しています((財)日本適合性認定協会適

合組織データベースより) 。 

ISO14001のほかには、ISO14001に取り組むことが困難な中小事業者を対象に環境省が進

めているエコアクション21（EA21）や北海道が進めている北海道環境マネジメントシステ

ム・スタンダード（HES）などがあります。EA21は、平成21年3月末現在において、日本全

体では3,333件、北海道内では62件の事業所が認証を取得しております（（財）地球環境

戦略研究機関持続性センターより）。また、HESは、平成21年3月末現在において北海道内

で36件の事業所が認証を取得しています（エイチ・イー・エス機構より）。 

釧路市では、市内の中小企業がISO14000シリーズの認証取得に際して設備の改善などが

必要な場合には「中小企業効率化近代化資金」（92ページ参照）により低利の融資あっせ

んを行っています。 

また、釧路市では、ISO14001規格についての事業者の理解を促進するため、「ISO14001

認証取得ガイドブック」を配布しています。 

 


